
　みんなの「もっと」をかなえる未来の公民館の姿を想い描いて

社会教育委員会議で、調査をしたり話し合ったり

たくさん考えたりしたもっと○○○です。

　みなさんが考えるもっと○○○はこの中にありますか

　ほかにはどんな○○○を思いつくでしょうか

　広げて読みながら、考えてみてくださいね。

この概要版の本編は相模原市HPで

見ることができます。

社会教育委員会議は市民の代表として

学習機会や学習施設などについて教育

委員会に提案する役割をもっています。

相模原市社会教育委員会議 研究調査報告書 

○ もっと親しみのある公民館 ○ もっと使いやすい公民館

　　　「愛称をつけてみたら・・・」

　　　「みんなで公民館の部屋のドアを 「使い方がわからなかったり

　　  カラフルに塗っちゃうのはだめかな？」  登録しないと使えなかったり

　　　「地域の人の作品展もいいね。」  もう少し使いやすいしくみに変えられないかな。」

「当日空いている部屋がある場合は

　　　や“その思いを形にした事業”は沢山あるので “ワンタイム登録”なんてだめかなあ。」

　　　もっともっと知ってもらって

　　　『ちょっと寄ってみようかな』って

思ってもらえるようにできたらいいね。」

○ もっとチャレンジする公民館 ○ もっと若者が地域を元気にする企画を

　　　　一緒に実現する公民館

「これまでと同じような内容や

 同じような人が参加する講座 　「小学生や中学生がおとなに教えられることもあるよ。」

 じゃなくて、色々な人が 　「子どもや若い人たちがやりたいことを

 『公民館で学ぶって 　 実現できるように支える

　たのしいよね』って 　 そんな公民館だったらいいな。」

 思える、チャレンジ企画を

 ぜひやってほしいなあ。」

　　「公民館が地域のために“大切にしている思い”

○ もっと子どもたちが ○ もっと色々な世代が交流できる公民館

安心できる居場所になる公民館

「多世代が一緒に公民館で

　「“居場所”ってスペースだけではなく  デイキャンプをするとか」

　　そこにどんなおとながいるかが大切だよね。」 　　「赤ちゃんの居る親子と

　　 高校生や大学生が

　「おとなも学んで色々な世代が 　　 一緒に遊ぶとか」

　 一緒に活動できる公民館だったら 「色々なパターンの

　 いいなあ。」  交流機会があるといいね。」

○ もっと気軽に参加出来る催しが ○ もっとPRじょうずな公民館

沢山ある公民館

「急に時間ができたときに短時間でちょっと 　「SNSをもっと利用して、“新しい情報”や

 参加出来る催し物ってないかな。」 　　“親しみのある情報”をこまめに発信して

「好きな時間を選べるように、同じ内容を違う 　　ほしいな。」

 曜日や時間にやってくれると参加しやすいな。」

「実際に参加してどうだったか、という

「“観るだけ参加”ができる “公民館講座クチコミサイト”

 講座もふえるといいね。」  なんてできたら面白いね。」

 

　 交流できて、子どもたちが安心して

○ もっと色々な人が気軽に立ち寄れる公民館 ○ もっと地域を知って、

　　地域を好きになるしかけがある公民館

　「日本語があまり得意じゃない人も

　 障がいがある人も 「じっくり地域を知ったり、地域のことを考えたり

　 誰でも気軽に寄って楽しむことができる  そんな講座がもっとあるといいね。」

　 そんなきっかけがほしいな。」

「『地域のために何かしたいけど

 何から始めていいかわからない』

 そんな人もけっこういるからね。」

○ もっと学校とつながる公民館 ○ もっと他の課や機関と

         タイアップする公民館

「子どもたちの文化活動や

 体験活動がもっともっと 「公民館が、ほかの施設や

 公民館でできたらいいね。」  NPOや企業、グループ、団体など、

 色々なところとタイアップして

「公民館が  地域全体の学びをもりあげられたら

 地域と学校をつなぐ  いいよね。」

 役割もしてほしいね。」
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もっと○○○公民館

～あなたはこの○○○にどんな言葉をいれますか～

「社会教育って何？」

「公民館って何をしているか

よくわからない」

そんな方もぜひ手に取ってね。

緑区版

相模原市

マスコットキャラクター

『さがみん』



○ もっと企画運営の切り口や方法を ○ もっとゆとりある働き方ができる公民館

　工夫する公民館

「難しいテーマの“カタイイメージの講座”って 「とても忙しい公民館職員

　なんとなく参加しにくいよね」  じっくり企画を練ったり

「動画を作ったり  来館者と丁寧に話しをする時間がもっと作れるといいね。」

 ゲーム方式だったり

 楽しい活動の中に

 大切なことに気づくしかけを

 作れるといいね。」

○ もっと地域の人財が輝く公民館 ○ もっと学んだ成果を

　　地域の中で活かす機会をつくる公民館

「色々なことを知っていたり

色々な技術がある人が 「公民館の講座や

地域の中にはたくさん居るね 仕事で色々な知識や

そんなたからものみたいな 技術を身につけた

人たち“人財”に 人たちと一緒に

もっと活躍してほしいね。」 学んだ成果を活かす

色々な取り組みが

できたらいいな。」

] 

○ もっと色々な人が企画に関わる公民館

　あなたの「もっと○○○公民館」を　　

　かんがえてみてね。

　○ もっと　　　　　　　　　　　　公民館　　
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　相模原には、公民館の講座を企画運営する専門部って
いう素晴らしい活動があるけれど、仕事を持ちながら
続けているメンバーの負担が大きかったり、同じ顔ぶれ
だとなかなか新しいアイディアが浮かばなかったり、
新しい企画に取り組んで人が集まらなかったら
どうしよう、と冒険しづらかったり・・・苦労すること
もあるようです。

相模原市の公民館は、誕生から７０年以上の歴史を刻ん

でいます。 

 市内の一カ所を中央館とするのではなく、各地域に独

立した公民館があることは大きな特色です。 

 それぞれの公民館では、地域の実情に根ざした公民館

活動が展開されるように、公民館運営協議会や専門部が

設置され、公民館の運営全般に住民自らが参画し、協議

し、推進していることも全国に誇れるしくみです。 

 そして、公民館で働く職員や運営に関わる地域の方達

は、日々、知恵をしぼってよりよい事業を・・・と頑

張っています。 

 それでも、財政難や社会の変化で、「もっと

○○○・・・」と 

変わっていくことも求められています。 

 私たち社会教育委員会議では、もっと多くの市民の皆

さんに、愛されて沢山利用してもらえる公民館になるこ

とを願って、話し合い、考え、調べて報告書をまとめま

した。 

 この機会に、皆さんも一緒に考えていただけたら嬉し

いです。 

 相模原市の公民館について詳しくは HP「さがみはら

の公民館」をご覧ください。 

さがみはらの公民館

　　　　　　　　　「色々な人が企画に関わるしくみも
　　　　　　　　　　少しずつふえているけれど
　　　　　　　　　   もう少し広がるといいね。」

中央区 

緑区 

 公民館マップについて 

 ＊各館の紹介は「社会教育委員の推しpoint」（事業については令和3年度、4年度公民館資料を参照しました。） 

 ＊イラスト地図の作成は桜美林大学石川ゼミの留学生 謝 シキさんにご協力いただきました。 

⑤津久井中央公民館 /⑥青根公民館  

TEL.042-784-3211(⑤・⑥共通） 

・定員４１５名の大ホールを備え、種々のコンサートや 

 ピアノ講習会を開催 

・津久井の自然を活かした健康づくり講座「津久井を歩こう」 

⑦相模湖公民館 TEL.042-684-2377 

⑧千木良公民館 TEL.042-684-4349 

・子どもに人気の相模湖デイキャンプ「カヌー体験」や 

 「わくわくサマースクール」 

・充実した図書室と落ち着いて利用しやすい学習室 

⑨藤野中央公民館 /⑩沢井公民館 /⑪牧野公民館/⑫佐野川公民館 

TEL.042-686-6151(⑨・⑩・⑪・⑫共通） 

・地域の文化、歴史、自然を楽しみながらの 

   「健康づくりウォーキング講座」 

・「燻製つくり」、「手芸」、「竹かごつくり」、「細編み人形作り」  

 といった多彩な趣味講座を多数開催 

①大沢公民館  TEL.042-762-0811 

・女性が楽しく学べる「わいわい女性学級」  

　料理実習室、保育室等も充実 

・生きがいを求める高齢者「はつらつ学級」講座 

②橋本公民館 TEL.042-771-1051 

・アクセス利便性が抜群（橋本駅）で利用しやすい 

・ハイレベルな学級内容を作り上げる利用者と職員のタッグ 

③相原公民館 TEL.042-773-7800 

・幅広い年代への多彩な学級・講座がいっぱい 

・公民館に来た人が自由に憩えるスペース「あいみん ルーム」 

④城山公民館TEL.042-783-8194 

・貸室15部屋とフリースペースを有する 

 相模原市内最大規模の公民館 

・城山地区等の歴史、民俗、自然等に関する地域住民主体の 

   活動「城山エコミュージアム」 

緑区の公民館 


